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第３章 下関市の景観の問題・課題 

 

 

３－１景観形成上の問題点                     

 
本市には、前述のように魅力的な景観が沢山ありますが、一方では、自然環境や社会の変

化に伴い様々な問題が見受けられます。 
ここでは、市民アンケートや現地調査の結果から、本市の景観の問題点を整理します。 

 
（１）自然景観の問題点 
 

○大規模建築物等などによる海・海峡への眺めの阻害 
中心市街地や幹線道路沿道に大規模建築物や華美な広告物などの立地が進み、

下関市の象徴ともいえる海や海峡への眺めが阻害されています。 
 
○工作物による自然景観の阻害 
角島や豊田湖周辺などの豊かな自然を活用した観光・レクリエーション地にお

いて、自然と調和しない案内看板等の設置が見受けられます。また、山間地など

では携帯電話基地局や電力鉄塔などによる景観阻害が懸念されます。 
 
○公共空間を中心とした視点場不足と視点場の認知不足 
海などへの眺望を楽しめる視点場の整備・確保が十分になされておらず、また

広く一般に知られていないため、観光振興などへの活用が十分に進んでいません。 
 
 
（２）歴史景観の問題点 
 

○市街地の更新や資源の認識・活用不足による歴史的建造物・街並みの埋没 
市内各地には下関の歴史を物語る貴重な建造物や街並み等が多数存在します

が、これらの中には、市街地部の都市化に伴い埋没してしまっているものも見受

けられます。 
 
○歴史的建造物等の周辺における配慮に欠ける建築行為等 
多くの歴史的景観資源を有する市街地部では、これらの周辺における歴史的景

観への配慮に欠ける建築行為等が、周辺地区における一体的な歴史景観の形成を

阻害する場合があります。 
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（３）都市・まち景観の問題点 
 

○経済活動や土地利用規制との調和不足 
   本来、経済活動を促成すべき中心市街地等においては、これまで以上に経済活

動や土地利用規制との調和に配慮し、健全な経済活動を阻害することのないバラ

ンスのとれた景観形成が求められています。 
 
○建築物等の統一感に欠ける中心市街地の街並み 
中心市街地は、商業・業務施設や港湾施設、工場、集合住宅など、機能や用途

の異なる建物が高密度に混在しているため、街並みとしてのまとまりや連続性が

欠けた印象を与えます。 
また、建築物の高さやボリューム、色彩・デザイン等も様々で、これが統一感

のない市街地景観を感じさせています。 
 

○幹線道路沿道での周辺景観に調和しない商業施設や屋外広告物等による景観阻害 
主に商業系の土地利用が図られている市街地部の幹線道路沿道には、多数の商

業施設等の立地が進んでいますが、その中には、周囲の景観に調和しない建物や

華美な屋外広告物など、良好な沿道景観を阻害するものも見受けられます。 

 

○携帯電話基地局や電柱・電線類による都市景観の阻害 
近年市街地部では、ビルの屋上等への携帯電話基地局の設置が急速に進んでお

り、その中には都市景観を阻害しているものも見受けられます。 

また、電柱・電線類などの構造物により美しい街並みが損なわれている場合が

あります。 

 

○夜間景観の魅力不足 
本市では、昼間の観光客数に比べ、夜間の交流人口や宿泊客数が圧倒的に少な

いといった現状を踏まえ、今後は、下関らしい優れた景観資源を活用した新たな

夜間観光スポットを創出するなど、これまで以上に夜の景観を意識した景観まち

づくりを進める必要があります。 

 
○市街地開発における緑化や親水性等への配慮不足 
市街地での開発において、都市景観に潤いをもたらす十分な緑化空間や海への

親水性、開放性等の確保への配慮に欠ける建築物等が見受けられます。 
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（４）くらし・文化景観の問題点 

 
○集落地や周辺道路沿道での周辺景観に調和しない建築物や屋外広告物等による景

観阻害 
地域の生活拠点となっている集落地やその周辺道路沿道には、ある程度商業施

設等の立地が見られますが、その中には、華美な色彩や形態等により周辺景観か

ら突出している建築物や屋外広告物等が見受けられます。 
 
○屋外広告物などの工作物による田園景観の阻害 
菊川や豊田の田園地帯では、華美な屋外広告物や周囲の景観に馴染まない工作

物の立地による田園景観の阻害が見受けられます。 
 
○住宅地等における緑化不足 
郊外の住宅地などにおいては、土地的制約や周辺への配慮不足等により住宅地

景観を整える緑が不足している箇所が見受けられます。 
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＜景観形成上の即地的な問題点＞ 

 
現地調査や市民アンケート等から得られた、地域の景観を損ねている即地的な問題点を下

図に整理しました。 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

（市街地沿岸） 
・大規模施設による 
海峡への眺めの阻害 

・視点場不足と認知不足 
・携帯基地局等による景観の悪化 
・周辺の景観に調和しない屋外広告物 
・ゴミなどによる海岸景観の悪化 

（市街地沿岸） 
・造船業の衰退による 
工場跡地の荒廃 

（市街地） 
・統一感のない街並み、 
突出したデザインの建築物 

・電柱・電線による景観の阻害 
・違法駐車・放置自転車による

街の景観の阻害 
・ゴミのポイ捨てや落書き 
・老朽化した空ビルによる街の

景観イメージの低下 
・空店舗や駐車場化による統一

感のない商店街 
・周辺に馴染まない屋外広告物

の乱立 
・ビル屋上等への携帯基地局の

設置によるスカイラインの

阻害 

（市街地） 
・市街地の更新による歴史的街

並みの消失 

（市街地・歴史拠点） 
・歴史景観周辺への調和

しない建築物の立地 

（郊外住宅地） 
・民間開発地における緑化空間

の不足 
・違法駐車・迷惑駐車による住

宅地景観の悪化 
・土地利用の混在による調和の

とれない住宅地景観 
（郊外幹線道路沿道） 
・突出するデザインの大規模小

売店舗の立地 
・周辺の景観に馴染まない野立

看板や屋外広告物の乱立 

（郊外幹線道路沿道） 
・宅地化や商業施設の立地によ

る農地の減少 

（自然観光地） 
・ﾘｿﾞｰﾄﾎﾃﾙや別荘の立地による景観阻害 
・レジャー客の違法駐車による海岸景観の悪化 
・観光地化による案内看板、人工物などによる

景観阻害 

（海岸線） 
・ゴミなどによる海岸景観の悪

化 
・砂浜や干潟、砂防林の減少に

よる海岸景観の消失 
・人工物による景観阻害 

（漁村・漁港） 
・漁業の低迷による漁港景観の

荒廃 

（農地） 
・耕作放棄地による田園景観の

悪化 
・人工物や屋外広告物の設置に

よる景観の阻害 

現地調査・市民意識調査 

による問題点図 

（河川） 
・ゴミや水質汚染 
・ｺﾝｸﾘｰﾄ護岸などの人工物によ

る景観阻害 

（生活拠点） 
・道路沿道への商業施設の立地

による景観の阻害 
・景観に馴染まない屋外広告物

による集落景観の悪化 
・放置されたゴミによる景観の

悪化 

粟野川 

木屋川 

滝部 

角島 

豊田湖 

豊田 

菊川 

吉田 

長府 

中心市街地 

豊浦 

響灘 

周防灘 

関門海峡 

図 3-1 景観形成上の問題点図 

自然景観 歴史景観 

都市・まち景観 くらし・文化景観 

（山地） 
・不法投棄や放置された廃車に

よる景観の悪化 
・自然災害や営林放棄による山

肌の露出 
・放置竹林による森林の浸食 
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３－２景観形成上の課題                                                                 

本市の景観特性や景観形成上の問題点を踏まえたうえで、今後の景観形成上の課題を以下のとおり整理します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

○大規模建築物などによる海・海峡への眺

めの阻害 
○自然の中に立地する工作物による自然景

観の阻害 
○公共空間を中心とした視点場不足と視点

場の認知不足 

自
然
景
観 

歴
史
景
観 

く
ら
し
・
文
化
景
観 

綾羅木古墳群や土井ヶ浜遺跡等の歴史的遺産 

城下町長府や旧街道沿いに残る歴史的街並み・資源 

歴史の舞台となった関門海峡、幕末・維新の歴史資源 

近代化・国際化の歩みを伝える近代化建造物 

アジア・中央との交流により形成された文化 

海に近接した市街地からの海への眺め 

海・陸の結節拠点として高次多機能の集積する市街地景観 

シンボルとなる土木構造物 

良好な視点場となる公園などの公共空間 

都
市
・
ま
ち
景
観 

歴史を物語る伝統的行事や市民に親しまれる年中行事 

市場などで営まれる地域の特産品のある景観 

関門地区等のドラマチックな夜景 

自然の中で営まれてきた田園や農村の景観 

海岸沿いに点在する漁港や漁村の景観 

造船などの伝統的産業の景観 

景観形成上の課題（景観分類別） 

○市街地の更新による歴史的建造物・街並

みの消失 
○歴史資源の認識・活用不足による、貴重

な資源の埋没 
○歴史的建造物周辺への調和しない建築物

等の立地 

○建築物等の統一感に欠ける中心市街地の

街並み 
○周辺景観に調和しない商業施設や屋外広告物

等による幹線道路沿道の景観の阻害 
○携帯電話基地局や電柱・電線類などによ

る都市景観の阻害 
○夜間景観の魅力不足 
○市街地開発における緑化や親水性への配

慮不足 
 

○集落地や周辺道路沿道での周辺景観に調

和しない建築物や屋外広告物等による景

観阻害 
○屋外広告物などによる田園景観の阻害 
○住宅地等における緑化不足 

景観形成上の問題点 景観特性・資源 

まちに趣きを添え、地域に親しまれる寺社 

幹線道路や鉄道等、視点場となる交通施設からの景観 

並木や植栽等による潤いのある住宅地景観 

市域を取り囲む海・海峡への眺め 

市街地や集落の背景となる山並み景観 

ホタルや花などの多様な動植物 

市民の憩いの場となっている河川や湖などの水辺景観 

人々のくらしに潤いを与える里山や森林、斜面緑地景観 

自然豊かで交流の拠点となっている自然公園 

●豊かな自然の保全 
下関市は周辺を海や山に囲まれ、河川や湖などの自然を身近に

感じることができる地域であるが、都市活動の進展に伴う建造物

や人工物の設置や第１次産業の低迷、市民や観光客のモラルの低

下により自然景観が悪化している。 
そのため、生活の場を取り囲む緑や骨格となる山々や水辺、観

光地として交流の拠点となる自然地の自然景観を保全していく

必要がある。 

●歴史的資源の活用による歴史的景観の保全 

下関市は、弥生時代等の生活文化、大陸との交流、江戸期の城

下町としての繁栄、また幕末・維新の舞台として、長年にわたる

多様な歴史を紡いできた。 
これら本市に残された歴史的資源を、周辺との調和を図りなが

ら、良好な景観形成、まちの活力向上のために積極的に活用し、

新たな役割のなかで歴史的景観として保全していく必要がある。 

●美しく活力のある市街地景観の形成 

高次都市機能の集積する市街地は、市民生活の場であるととも

に、経済や観光交流の拠点として下関の顔となる地域である。こ

れらの地域では多くの景観資源を有すると同時に、都市としての

高度利用が求められており、これらの均衡を保ち、美しくかつ活

力のある市街地景観を形成していく必要がある。 

●良好な生活環境の創造・くらしの中の景観の継承・演出 

良好な住宅地景観やその周辺沿道景観、公園等くらしに身近な

景観は、生活に潤いや安らぎを与えてくれる重要な要素となるた

め、より豊かで快適な生活環境づくりを進める必要がある。また、

市内の各地には、地域の人々の生活の風景や、地域に根ざした伝

統的行事や市民に親しまれている年中行事があり、また、農業や

漁業、ふぐに代表される特産品など、市民の営みにより育まれて

いる景観がある。 
これら生活の中で培われてきた景観を育み、後世に継承すると

ともに、地域の魅力として活用していく必要がある。 
 

●下関市を象徴する海への眺望の確保 

海への眺望は、市民の誇り・心のふるさととなる景観であると

ともに、観光都市である下関市の重要な観光資源の一つである

が、近年の都市化に伴い良好な海への眺望が阻害されつつある。 
そのため、良好な眺望確保のための方策を検討するとともに、

眺めを提供する視点場としての公共空間を確保していく必要が

ある。 

市
民
・
事
業
者
・
行
政
な
ど
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体
が
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政
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き
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分
か
り
や
す
い
景
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共
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づ
く
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共通課題 


